
名船発掘①

わが国初の海外定期航路
(横浜～上海)の |

第1船となるJ
」せ

文
・
山 田 廼 生 (日本海事史学会副会長)

上海航路開設時の三菱の F東京日日新聞』広告
(日本郵船 r我社各航路ノ沿草』より)
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台
湾
出
兵
時
に
明
治
政
府
が
購
入

明
治
の
台
湾
出
兵
は
、
琉
球
人
６６
人
が
台
湾
南
部

に
漂
着
し
、
５４
人
が
原
住
民
に
殺
害
さ
れ
た
事
件
が

発
端
で
あ
る
。
琉
球
は
当
時
、
独
立
王
国
と
し
て
日

本
と
清
国
の
両
方
と
交
流
し
て
い
た
。
明
治
政
府
は

清
国
に
善
処
を
求
め
た
が
、
台
湾
の
原
住
民
は
統
治

外
で
あ
る
と
し
て
応
じ
な
か

つ
た
た
め
、
３
千
人
の

将
兵
を
台
湾
に
派
遣
し
制
匠
す
る
こ
と
に
し
た
。
１

８
７
４

（明
治
７
）
年
の
こ
と
で
あ
る
。

汽
船
が
必
要
に
な

っ
た
。
所
管
す
る
蕃
地
事
務
局

長
官
の
大
蔵
卿

。
大
隈
重
信
は
、
外
国
か
ら
汽
船
１３

隻
を
買

い
入
れ
、
通
航
を
三
菱
に
委
託
し
た
。

台
湾
出
兵
は
戦
闘
行
為
が
ほ
と
ん
ど
な
か

っ
た
。

そ
れ
に
し
て
は
１３
隻
は
多
す
ぎ
る
。
大
限
は
出
兵
を

機
に
官
有
汽
船
を
増
強
し
、
国
内
航
路
を
席
巻
す
る

外
国
船
を
駆
逐
す
る
と
と
も
に
、
海
外
航
路
の
開
設

を
も
く
ろ
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

翌
１
８
７
５
年
１
月
、
出
兵
は
終
了
。
汽
船
は
春

地
事
務
局
か
ら
大
蔵
省
に
移
さ
れ
た
。
同
時
に
、
官

有
汽
船
に
よ
る
上
海
航
路
開
設
が
決
定
し
、
翌
月
、

日
本
初
の
海
外
定
期
航
路
が
開
業
し
た
。
運
航
は
全

面
的
に
三
菱
汽
船
会
社
に
委
託
さ
れ
た
。

上
海
航
路
の
基
点
は
横
浜
と
さ
れ
た
。
週
１
回
の

定
期
で
、
汽
船
４
隻

（東
京
丸
、
新
潟
九
、
金
川
丸
、

高
砂
九
）
が
就
航
し
た
。
途
中
の
寄
港
地
は
、
神
戸
、

馬
関

（下
関
）、
長
崎
の
３
港
で
あ
る
。

２
月
３
日
に
横
浜
を
出
航
し
た
第
１
船
は

「東
京

丸
」
で
あ
る
。
上
海
到
着
は
同
月
１１
日
で
あ

つ
た
。

副
社
長
の
岩
崎
弥
之
助
が
社
長
代
理
と
し
て
乗
り
込

ん
だ
。
上
海
で
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
邸
を
借
り
て
支

店
を
開
き
、
英
語
が
で
き
る
弥
之
助
が
、
各
国
の
商

館
に
航
路
開
設
を
紹
介
し
て
ま
わ

っ
た
。

前
頁
の
新
聞
広
告
に
は
、
４
隻
の
船
名
の
ほ
か
、

毎
水
曜
日
に
横
浜

・
上
海
双
方
を
出
航
す
る
こ
と
な

ど
が
書
か
れ
て
い
る
。
上
海
側
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、

黄
浦
江
の
南
京
東
路
寄
り
の
河
岸
で
あ

っ
た
。

こ
の
年
の
９
月
、
台
湾
出
兵
時
の
購
入
船
１３
隻
は

郵
便
汽
船
三
菱
会
社
に
払
い
下
げ
ら
れ
た
。

前
身
は
米
国
船

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」

「東
京
丸
」
は
外
輪
推
進
の
木
造
汽
船
で
あ
る
。
鉄

道
と
海
運
で
財
を
成
し
た
米
国
の
企
業
家
ヴ
ァ
ン
ダ

ー
ビ
ル
ト
の
持
ち
船

「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
と
し
て
、

１
８
６
４

（元
治
元
）
年
に
建
造
さ
れ
た
。
建
造
所

は
彼
の
甥
が
経
営
す
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ジ

ェ
レ
マ

イ
ア

・
シ
モ
ン
ソ
ン
社
で
あ
る
。
高
速
で
知
ら
れ
る

北
大
西
洋
航
路
汽
船

「
ヴ
ア
ン
ダ
ー
ビ
ル
ト
衣
３
３

６
０
総
ト
ン
）
も
こ
こ
で
建
造
さ
れ
た
。

両
船
の
主
機
は
、
米
国
の
河
船
に
よ
く
み
ら
れ
る

直
立
ビ
ー
ム
汽
校
で
あ
る
。
甲
板
上
に
露
出
し
た
菱

形
の
ビ
ー
ム
が
天
秤

ハ
カ
リ
に
似
て
い
る
の
で
、
日

本
で
は

「
天
秤
船
」
と
呼
ば
れ
た
ら
し
い
。

翌
年
、
米
ア
ト
ラ
ン
テ
ィ
ツ
ク
＆
パ
シ
フ
イ
ツ
ク

汽
船
会
社
、
米
ア
ト
ラ
ン
テ
イ
ツ
ク

・
メ
イ
ル
汽
船

会
社
を
経
て
、
米
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク

・
メ
イ
ル
汽
船
会

社

（Ｐ
Ｍ
社
）
の
手
に
渡

っ
た
。
航
路
は
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
～
コ
ロ
ン

（パ
ナ
マ
）
と
思
わ
れ
る
。

Ｐ
Ｍ
社
が
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
～
横
浜
～
香
港
航

路
を
開
設
し
た
の
は
、
１
８
６
７

（慶
応
３
）
年
１

月
で
あ
る
。
翌
年
１
月
に
は
横
浜
～
神
戸
～
長
崎
～

上
海
の
支
線
を
開
設
。
口
一
ュ
ー
ヨ
ー
ク
」
な
ど
数
隻

の
木
造
外
輪
汽
船
が
就
航
し
た
。
日
本
人
船
客
と
貨

物
を
運
ぶ
の
が
主
目
的
で
あ

っ
た
。

そ
し
て
１
８
７
４
年
、
台
湾
出
兵
の
と
き
に
日
本

船

「東
京
九
」
と
変
わ
り
、
翌
年
開
設
さ
れ
た
横
浜

～
上
海
航
路
の
第
１
船
と
な

つ
た
こ
と
は
前
述
の
と

お
り
だ
。
台
湾
出
兵
で
買
い
入
れ
た
１３
隻
の
う
ち
、

木
造
外
輪
汽
船
は
同
船
だ
け
。
ほ
か
は
す
べ
て
ス
ク

リ
ュ
ー
推
進
の
鉄
製
汽
船
で
あ

つ
た
。
上
海
航
路
開

設
時
の
ほ
か
の
３
隻
も
台
湾
出
兵
時
の
購
入
船
で
、

い
ず
れ
も
鉄
製
汽
船
で
あ
る
。

な
ぜ

「東
京
丸
」
の
よ
う
な
旧
式
の
木
造
船
が
わ

が
国
初
の
海
外
定
期
航
路
で
あ
る
横
浜
～
上
海
航
路

に
投
入
さ
れ
た
の
か
、
筆
者
は
理
解
に
苦
し
む
。
し

か
も
同
船
は
、
１
８
８
３

（明
治
１６
）
年
ま
で
８
年

間
も
上
海
航
路
で
稼
働
し
て
い
る
の
だ
。

１
８
８
５

（明
治
１８
）
年
、
三
菱

，
共
同
の
合
併

に
と
も
な
い
日
本
郵
船
に
移
籍
。
翌
年
に
売
却
さ
れ

た
。
そ
の
後
、
１
８
８
８

（明
治
２‐
）
年
に
海
軍
兵

学
校
が
東
京
築
地
か
ら
江
回
島
に
移

っ
た
と
き
、
島

に
係
船
し
仮
校
舎
と
な

つ
た
。
山
高
五
郎
氏
の
ス
ケ

ツ
チ
に
よ
る
と
、
汽
機
は
撤
去
さ
れ
、
船
体
だ
け
の

姿
に
な

つ
て
い
る

（『図
説
日
の
九
船
隊
史
話
し
。
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